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大
阪
府
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
害
派
遣

第１５次派遣海賊対処行動支援隊要員派遣

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
大
阪
府
知
事
か

ら
の
医
療
支
援
に
係
る
災
害
派
遣
要
請
を
受
け
、
７
名
か
ら

編
成
さ
れ
る
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。

派
遣
さ
れ
た
医
療
支
援
チ
ー
ム
は
、
令
和
２
年
12
月
15
日

（
火
）
か
ら
28
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
大
阪
コ
ロ
ナ
重
症
セ

ン
タ
ー
及
び
大
阪
府
立
中
河
内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
医
療
支
援
に
あ
た
り
、
28
日
（
月
）
、
大
阪
府
知
事
か
ら

の
撤
収
要
請
に
基
づ
き
災
害
派
遣
を
終
了
し
た
。

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
陸
将
補
）

隷
下
の
第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝

口
１
佐
）
を
基
幹
と
す
る
第
15
次
派
遣
海

賊
対
処
行
動
支
援
隊
要
員
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
２
週

間
の
停
留
を
終
え
、
令
和
３
年
１
月
18
日

（
月
）
、
高
松
空
港
よ
り
飛
び
立
っ
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
万
全
化
を
図
る
た
め
、
家
族
の

見
送
り
や
中
部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）

へ
の
報
告
も
ガ
ラ
ス
越
し
に
実
施
さ
れ
た
。

派
遣
要
員
は
、
ジ
ブ
チ
共
和
国
で
数
カ

月
間
の
活
動
拠
点
警
備
等
の
任
務
に
就
き
、

同
地
の
安
定
化
に
寄
与
し
て
い
く
。

ガラス越しに家族と別れを告げる隊員

ガラス越しに中部方面総監に
報告を行う隊員

中部方面総監や隊員の出迎えを受ける医療支援チーム
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１
月
11
日
（
月
）
、
中
部
方
面
隊
管
内
の
各
駐
屯
地
で

成
人
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
各
種
措
置
を
講
じ
て
実
施
さ
れ
た
。
成

人
を
迎
え
た
隊
員
達
は
決
意
と
新
た
な
気
持
ち
で
任
務
に

邁
進
す
る
誓
い
を
た
て
た
。

感
染
防
止
に
係
る
教
育
支
援

（
大
阪
府
及
び
岐
阜
県
）

成
人
行
事

統
一
編
隊
飛
行
訓
練

（
中
部
方
面
航
空
隊
及
び
第
３
飛
行
隊
）

令
和
３
年
１
月
、
第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸

将
）
及
び
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
は
大
阪

府
及
び
岐
阜
県
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
療
養
施
設
に
お
い
て
、
感
染
防
止
等

の
教
育
支
援
を
実
施
し
た
。

教
育
支
援
内
容
は
、
ガ
ウ
ン
等
の
着
脱
要
領
や
消
毒

要
領
の
ほ
か
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
の
施
設
区
画
に
関
す
る

助
言
を
通
じ
て
、
関
係
職
員
の
知
識
や
対
応
能
力
の
向

上
に
寄
与
し
た
。

令
和
３
年
１
月
８
日

（
金
）
八
尾
駐
屯
地
に
お

い
て
、
中
部
方
面
航
空
隊

（
隊
長

藤
田
１
佐
）
は
、

統
一
編
隊
飛
行
訓
練
を
実

施
し
た
。
訓
練
は
編
隊
飛

行
の
練
度
向
上
、
航
空
隊

の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
、

安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
、
第
３

師
団
隷
下
の
第
３
飛
行
隊

（
隊
長

西
村
２
佐
）
も

含
め
て
航
空
機
18
機
（
Ｕ

Ｈ×

1
機
、
Ａ
Ｈ×

４

機
）
で
実
施
さ
れ
た
。

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）
、
大
雪
に
よ
り
北

陸
自
動
車
道
等
に
お
い
て
車
両
の
滞
留
が
発
生
し
、

富
山
県
及
び
福
井
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請

に
基
づ
き
、
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）

及
び
第
４
施
設
団
（
団
長

坂
元
陸
将
補
）
各
々

の
隷
下
部
隊
が
派
遣
さ
れ
た
。
富
山
県
は
11
日
、

福
井
県
は
12
日
ま
で
除
雪
等
の
作
業
を
実
施
し
、

撤
収
要
請
に
基
づ
き
災
害
派
遣
を
終
了
し
た
。

令
和
２
年
12
月
28
日
（
月
）
、
三
重
県
伊
賀

市
に
所
在
す
る
養
豚
場
で
豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
が

発
生
し
、
三
重
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請

に
基
づ
き
、
第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸

将
）
隷
下
の
第
33
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

向

田
１
佐
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
本
災
害
派
遣
で
は

豚
舎
内
に
お
け
る
豚
の
追
い
込
み
作
業
や
殺
処

分
し
た
豚
の
運
搬
等
を
実
施
し
、
１
月
１
日

（
金
）
撤
収
要
請
に
基
づ
き
災
害
派
遣
を
終
了

し
た
。

北陸自動車道における
大雪に係る災害派遣

三重県伊賀市における
ＣＳＦ発生に係る災害派遣

富山県活動状況（14普通科連隊）

福井県活動状況（10戦車大隊）

タイベックスーツの着用

消毒の状況

ゾーニングの助言（第10師団）

職員との施設確認（第10師団） 基礎的な事項に関する教育（第３師団）

着用要領の教育（第３師団）

八尾駐屯地から離陸するＡＨ－１ 抱負を述べる新成人（伊丹駐屯地）

FH-70（155mmりゅう弾砲）との
綱引き（松山駐屯地）
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イベント情報

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

3/20
3/21

スプリングコン
サート in たまき

保健福祉会館
ふれあいホール

三重地方
協力本部

059-225-0531

3/24 安芸区コンサート
安芸区民

文化センター

広島地方
協力本部

082-221-2957

3/28
米子駐屯地
春の一般開放

米子
駐屯地

米子駐屯地
広報室

0859-29-2161

松
川
政
務
官
部
隊
視
察

令
和
２
年
12
月
18
日
（
金
）
東

京
国
際
大
学
特
命
教
授
で
あ
る
村

井
友
秀
氏
が
中
部
方
面
隊
幹
部
教

育
と
し
て
、
ビ
デ
オ
会
議
で
全
隷

下
司
令
部
を
繋
ぎ
つ
つ
、
伊
丹
駐

屯
地
で
講
義
を
さ
れ
た
。

講
義
内
容
は
、
現
下
の
国
際
情

勢
を
「
脅
威
バ
ラ
ン
ス
」
と
「
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
」
と
言
っ
た
安
全
保

障
理
論
を
紐
解
か
れ
た
。

そ
し
て
、
日
米
同
盟
を
維
持
す

る
に
は
共
通
の
価
値
、
共
通
の
敵
、

共
通
の
覚
悟
（
犠
牲
に
関
す
る
覚

悟
）
を
保
持
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
唱
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
の
魅
力
の
ア

ピ
ー
ル
と
は
「
強
さ
」
を
誇
示
す

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

我
々
の
使
命
感
が
刺
激
さ
れ
る
良

い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

令
和
２
年
12
月

22
日
（
火
）
か
ら

23
日
（
水
）
の
間
、

松
川
政
務
官
が
、

日
本
原
駐
屯
地
及

び
自
衛
隊
大
阪
地

方
協
力
本
部
の
視

察
の
た
め
に
来
隊

さ
れ
た
。

松
川
政
務
官
は

現
地
に
お
い
て
状

況
報
告
や
隊
内
巡

視
を
通
じ
、
部
隊

の
現
状
を
把
握
さ

れ
、
２
日
間
の
視

察
を
終
え
ら
れ
た
。

幹部教育

各行事は、日程等の変更や観客数に制限が設けら
れる場合があります。事前にご確認ください。

中部方面隊音楽祭りの中止について

令和３年１月24日に無観客での実施を予定して
いた中部方面隊音楽祭りは、新型コロナウイルス
流行に伴う緊急事態宣言により、中止となりまし
た。

日本を守る覚悟について講義をされる村井氏

日本原駐屯地

自衛隊大阪地方協力本部

公式
ホームページ

中方
YouTubeチャンネル

中部方面隊では中方YouTubeチャンネルにおいて動
画を配信中です。「ダーツの旅」シリーズや「あなた
が鬼のかくれんぼ」、「自衛官が夜に駆ける」等を公

開中です。
まだご覧になって

いない方は、是非ご
覧下さい❕

今後も様々な動画
配信にチャレンジし
ていきます！

ダーツの旅（姫路編）

あなたが鬼のかくれんぼ 自衛官が夜に駆ける



春
日
井
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
愛
知
県

内
18
市
町
の
家
族
支
援
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
的
特
性
か
ら
、
名

古
屋
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
近
傍
に

東
名
・
名
神
高
速
道
路(

春
日
井
・
小
牧

I
C
)

、
中
央
自
動
車
道
、
県
営
名
古
屋
空

港
及
び
名
古
屋
港
が
あ
る
た
め
、
交
通

の
便
が
良
く
、
多
く
の
部
隊
の
通
過
支

援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
、
隊
員
家
族
の
支
援

協
力
を
家
族
会
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
春
日
井
駐

屯
地
司
令
と
愛
知
県
家
族
会
の
間
で
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
支
援
者
の
方
及
び
調

整
を
し
て
い
た
だ
く
各
地
区
会
長
の
皆

様
を
対
象
に
、
家
族
会
会
員
向
け
の
家

族
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル(

案)

も
作
成
し
ま

し
た
。
じ
後
、
令
和
３
年
３
月
に
実
施

予
定
の
協
議
会
に
お
い
て
、
愛
知
県
家

族
会
会
長
、
各
地
区
会
長
及
び
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
反
映
し
、
早
期

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
も
春
日
井
駐
屯
地
業
務
隊
は
、

隊
員
が
後
顧
の
憂
い
無
く
任
務
に
邁
進

で
き
る
よ
う
、
関
係
部
外
団
体
と
の
協

力
関
係
を
一
層
強
化
し
、
家
族
支
援
態

勢
の
確
立
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第５０回）

春
日
井
駐
屯
地
業
務
隊

７
年
前
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊

と
し
て
勤
務
し
た
際
に
、
私
の
職
業
観
を
揺

る
が
す
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
休

暇
で
サ
フ
ァ
リ
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

広
い
サ
バ
ン
ナ
で
幸
運
に
も
ラ
イ
オ
ン
を
見

つ
け
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
シ
マ
ウ
マ
が
近
づ

い
て
き
た
の
で
す
。
「
捕
食
の
瞬
間
が
見
ら

れ
る
か
？
！
」
と
胸
を
高
鳴
ら
せ
る
私
。
し

か
し
そ
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
ラ
イ
オ
ン
は

寝
そ
べ
っ
た
ま
ま
動
き
ま
せ
ん
。
同
行
し
た

レ
ン
ジ
ャ
ー
曰
く
、
腹
が
空
い
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
と
の
こ
と
。
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
は
腹
が
空
か
な
け
れ
ば
狩
り
を
し

な
い
。
動
き
も
し
な
い
。
本
来
、
動
物
は
生

き
る
た
め
に
日
々
を
過
ご
し
、
そ
の
目
的
と

手
段
が
一
致
し
た
世
界
に
生
き
て
い
る
。

で
は
、
人
間
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
人
生
と

は
、
仕
事
と
は
何
だ
ろ
う
。
南
ス
ー
ダ
ン
で

は
、
そ
の
日
を
生
き
る
た
め
だ
け
に
日
々
を

費
や
す
人
々
が
い
る
。
炎
天
下
の
配
給
の
列

に
２
・
３
歳
の
女
の
子
が
何
時
間
も
並
ん
で

い
る
。
同
じ
時
、
日
本
に
い
た
当
時
２
歳
の

私
の
娘
は
コ
タ
ツ
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ミ

カ
ン
を
食
べ
て
い
る
。
そ
の
差
は
何
だ
ろ

う
・
・
・
私
の
娘
を
守
り
育
ん
で
く
れ
て
い

る
日
本
と
い
う
「
国
」
の
存
在
を
感
じ
た
瞬

間
で
し
た
。

先
人
が
築
き
上
げ
た
愛
す
べ
き
こ
の
国
を

次
の
世
代
に
繋
ぐ
「
国
防
」
と
い
う
仕
事
。

そ
の
意
味
を
自
分
な
り
に
理
解
し
た
出
来
事

で
し
た
。

第８普通科連隊
（米子駐屯地）

３等陸佐
桂川 裕将

金
沢
駐
屯
地
は
、
中
部
地
方
の
北
部

に
位
置
し
日
本
海
に
面
し
て
い
る
石
川

県
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
雪
が

降
り
、
「
雪
か
き
」
と
い
う
も
の
を
駐

屯
地
の
栄
養
士
は
初
体
験
し
ま
し
た
。

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、
寒
い
冬

に
ぴ
っ
た
り
！
あ
っ
た
か
い
「
麺
」
で

す
。麺

料
理
は
、
水
曜
日
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
麺
は
う
ど
ん
、
そ
ば
、
パ
ス
タ

系
も
好
評
な
の
で
す
が
、
出
口
調
査
で
、

食
べ
た
い
と
い
う
意
見
が
99
％
と
い
う

高
評
価
を
得
た
「
ラ
ー
メ
ン
」
を
紹
介

し
ま
す
。
麺
料
理
は
、
２
種
の
ス
ー
プ

を
選
択
に
し
て
お
り
、
写
真
は
と
ん
こ

つ
＆
あ
っ
さ
り
和
風
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

特
に
、
焼
き
あ
ご
だ
し
で
出
汁
を
と
っ

た
あ
っ
さ
り
和
風
は
、
金
沢
駐
屯
地
と

し
て
自
慢
の
一
品
で
す
。
ま
た
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
麺
を
湯
が
い
て
暖
か
く
提
供

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
う
ち
の
ご
飯
食

べ
に
来
ま
っ
し
！

（４）

「
獅
子
と
父
の
仕
事
」

「金沢駐屯地」

私
は
、
平
成
30
年
４
月
に
一
般
陸
曹
候
補
生
と

し
て
入
隊
し
、
第
７
施
設
群
本
部
管
理
中
隊
に
配

属
さ
れ
、
約
３
年
間
通
信
班
で
勤
務
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
２
年
８
月
に
異
動
の
命
を
受
け
、

現
在
は
富
山
駐
屯
地
の
第
３
８
２
施
設
中
隊
で
通

信
陸
曹
と
し
て
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
は
自
然
が
豊
か
な
為
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
に
最
適
で
、
新
し
い
同
僚
と

と
も
に
、
趣
味
で
あ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
海
側
で
の

サ
ー
フ
ィ
ン
は
、
秋
・
冬
の
時
期
が
盛
ん
で
す
。

私
も
真
冬
で
す
が
、
顔
が
真
っ
黒
に
日
焼
け
す
る

程
、
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
に
お
け
る
私
の
目
標
は
、
朝
霞
駐
屯
地
の

女
性
自
衛
官
教
育
隊
で
女
性
自
衛
官
を
育
成
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
令
和
２
年
９
月

に
配
属
さ
れ
た
新
隊
員
（
内
４
名
の
女
性
自
衛

官
）
の
唯
一
の
営
内
陸
曹
と
し
て
後
輩
育
成
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。
悩
む
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

自
身
の
行
動
や
発
言
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
積
極

２０２１年２月２５日発刊号 中部方面隊広報紙

第４施設団
第７施設群

第３８２施設中隊
（富山駐屯地）
３曹 吉戸 伽依

的
に
掌
握
す
る
事
を

重
点
に
置
き
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
指
導
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
女
教
隊

に
お
い
て
、
陸
曹
を

目
指
す
強
靭
で
麗
し

い
女
性
自
衛
官
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
、
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

協定締結式

安否確認訓練（令和２年２月）

趣味のサーフィン

あっさり和風ラーメン とんこつラーメン


